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内容要旨 
【背景】近年超高齢社会の日本において高齢者の義歯使用率は年々上昇し
ている．義歯床用レジン（PMMA）の表面はデンチャープラークが付着しや
すく，誤嚥性肺炎や義歯性口内炎を引き起こす原因となってい
る.2-methacryliylixyethyl phosphorylcholine（MPC）は抗血栓作用やタ
ンパク質・細胞の付着抑制機能をもつ生体材料であり，すでに人工血管や
人工関節などの様々な医療機器に使用されている．そこで私たちは，コー
ティング法が容易で臨床応用が現実的である poly(MPC-co-n-butyl 
methacrylate (BMA)-co-2-metahcryloyloxyethyloxy-p-azidobenzeoate 
(MPAz)) (PMBPAz)に注目した． 
【目的】PMBPAz で処理した PMMA 表面における S.mutans のバイオフィル
ム付着能に対する抑制効果とその機械的・化学的耐久性の評価を行うこと
を目的とした． 
【材料と方法】厚さ 1mm，大きさ 1cm×2cm の PMMA 基板を用意した．PMBPAz
処理の成否は基板表面の静的接触角，XPS 解析による表面元素分析により
評価した．バイオフィルム付着抑制能は，S. mutans（UA159 株）を 5％シ
ョ糖含有の THB 培地にて，37℃で 24 時間培養し，NaOH により剥離した菌
混濁液の濁度（OD620）を吸光度測定し評価した。またその表面を SEM にて
観察した．機械的、化学的耐久性は水流下で基板を 1 週間静置した後と，
NaOH,SDS,HCl 溶液に 1 晩浸漬させた後に評価した。前者は静的接触角，
XPS 解析，バイオフィルム付着抑制能試験、SEM の観察を、後者は XPS 解
析にて評価した． 
【結果】PMBPAz 処理後の基板表面は接触角試験により疎水性から親水性
に変化することがわかった．XPS 解析では PMBPAz 表面でのみ MPC ユニッ
  
トに存在する窒素・リンの両元素のピークが確認できた．バイオフィルム
付着量は PMBPAz で処理した基板表面において有意に抑制され，SEM でも
その様子が確認できた．機械的耐久性試験後も PMBPAz が剥離すること無
く基板上に残存していることが確認され，バイオフィルム付着抑制効果も
持続していることが判明した．化学的耐久性試験では NaOH に浸した基板
上でのみ窒素とリンの両元素のピークに減少傾向が確認された． 
【結論】PMBPAzでコートした PMMA 表面は 1週間までデンチャープラーク
の付着を防ぎ、またその機械的耐久性、並びに NaOH を除く化学的耐久性
も持続することが確認できた．これらは、デンチャープラークにより引き
起こされる誤嚥性肺炎や義歯性口内炎の発症を減らし、臨床応用が期待で
きることを示唆するものである． 
